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u.ス トレス 研 究 の 変 遷
17世 紀後半 よ り物 理科学 の領域で金属弾性 を形容 す
るもの として 用い られて いたス トレス という語は、生理
学者であるCannon,W.(1935)に よって最初 に医学の領
域 に導入 された。CannonはBernard,C.の 発見 した生体
の内部環境(milieuxinterieurs)を	一定 に保つ状態 を
「ホメオスタシス(恒 常 性)homeostasis」 と名付け 、
このホ メオ スタ シスが維 持 され る こと こそが 生命 現象
の原則で あることを証 明 したD。 そ して、ホ メオスタ シ
スがさまざまな条件下 で乱れた状態 をス トレス と捉 え、
この語が用 いられ た。
Selye,H.(1936)はz)、 有害作用 を受 けた 生体 に起 こ
る3徴 候で ある、副腎皮質肥大 、胸腺 ・リンパ節 ・脾臓 
の萎縮、十二指腸の出血と潰瘍化と、時間経過である警
告反応期 、抵抗期、疲憲 期か らなる 「汎適応症候 群
GeneralAdaptationSyndrome(GAS)」の研究 の中で、 作
用す る生体 メカニズムである 自律神経系、内分泌系、免
疫系 に発生す る諸反応 をス トレス と呼び、また、外的 な
侵襲 をス トレッサ ー と呼んだ。ス トレス概念 は心理学や
他 の行動領域へ広 が り、Holmes,T.&Rahe,R.(1967)
は 、 「社 会 的再 適 応 評価 尺 度(SocialReadjustment
RatingScale)」 を作成 した3)。 彼 らは離婚 、結婚 、退
職、妊娠 などの、日常 生活 に大 きな変化 をもた らすよ う
な 「ライ フ ・イ ベン ト(lifeevents)」 とい う概念 を導
入 し、点数化 を し、そ う したものの経験 が個 人の健康 に
及 ぼす影響 につ いて研究 を した。しか し、これ らの研 究
は、か な り稀な ライ フ ・イベ ン トを扱 ってい ることや 、
病気罹患 との相 関が低 い こと、個 人的意 味や対処 に言及
して いな い ことか ら、他 の研究 がなされ、ス トレスの感
じ方 に対す る個 人差へ大 きな 関心が もたれ る こととな
った。
Lazarus&Folkman(1984)は日常 生活で の出来 事 と
個人 の認知 に注 目し、心理 学的ス トレスモデルを提唱 し
た4)。また、ラザル ス らはス トレス に対処す る過程 を 「コ
ー ピング(coping)」 といい、「能力や技 能を使い果た し
て しまうと判 断され 、自分 の力だけでな どうする ことも
で きな いとみなされ るよ うな、特定 の環 境か らの強制 と
自分 自身の 内部か らの強制の双方 を、あるいは一方 を、
適切 に処理 し統 制 してい こうとしてな され る、絶えず変
化 して い く認知 的努 力 と行 動 によ る努力」と定義す るな
ど、コー ピングの概念 形成 に も多 くの示唆 を示 した。こ
こか ら、情動 を基礎 とした認知 的評価 に関す る研 究が発
展 して い く こと とな った。そ して現在 、 「傷 付きやす さ
(vulnerabilities)」 や 、 「セ ル フエ フィカ シー(self
efficacy)」 、そ して これか ら紹 介す る 「レジ リエ ンス
(resilience)」 な どの個 人内要因 に着 目した認知的評
価 に注 目が向け られ 、現在 に至 って いる。
lll.レ ジ リエ ンス 概 念 の 変 遷
小花和 によ ると5)、 レジ リエ ンスの検 討は、Freud,A.
(1944/1973)が 、第 二次世界大戦後 の孤児 の収容所 に
おいて、多 くの子 どもの心 身の発達 に何 らかの障害 があ
らわれて いる一方で 、重 い障害 をもたない子 どもには一
定 の特 徴が あ る ことが報 告 され た ことか ら始 ま ってい
る。レジ リエ ンス の概 念 を初めて用 いたのは、Rutter,M.




なでき ごとに直 面 した際 に、精神 医学 的疾患 に対す る防
御機 能が備 わってお り」、 この防御機能 をレジ リエ ンス
とよんだ。1980年 代 に入 り、レジリエ ンスは主 として 、
心理学の領域 にお いて、発展 していった。レジ リエ ンス
の初期の研 究 をレビュー したGrotberg,E.は8)、 「逆境 に
対処す る際 に、有用で効果的 に認識 させる もの」という
レジリエンスの性質や要因 を整理 している(Werner&Smith,
19829);Garmezy,1974;Rutter,19790))。更 に 、
Grotberg,E.は14ヶ 国において調査 を行 い、Resilience
Checklist(RC)を 作 成 し、 レジリエ ンスの要因 につ い
て、「1(私)」 を主語とした3つ のカテゴリに分けた(表1)。

























































らに発展 させ 、 現在 の レジ リエ ンス を測 定 す る 尺度
(StateResilienceScale;SRC)、児童期 までの レジ リ
エ ンス を 回 顧 に よ っ て測 定 す る 成 人 用 尺 度(Trait
ResilienceScale;TRC)を 開発 しているu>。SRCは15項
目か らな り、 「強 い不 同意 」を1、 「強い同意 」を5と す
る5段 階の リッカー トタイ プの尺度で測定される(表2)。
TRCは18項 目か らな り、5段 階の リッカー トタイ プの




















































1990年 代 に入 り、 レ ジ リ エ ン ス の 概 念 に 逆 境
(adversity)だ けではな く、ス トレッサーや 生活上 の
ス トレ ッサ ー が含 ま れ る よ う に な っ た 。Werner,E.
(1990)iz)は 、 「レ ジ リエ ン トな 人(resilient
individuals)は 、 あ りふれ たライ フ ・イベ ン トや慢性
的なス トレッサー に幸運 にも順応 した り、速やかに調節
す る」 と定義 してい る。 また 、Garmezy,N.(1991)13)
は、レジ リエ ンス の概念 に 「一般的 にいわれ る跳ね返 り
だけではな く、生活上 のス トレッサーや逆境 に関わ らず、




一方 、日本 国内 にお いて は、レジリエ ンス、 レジ リエ
ン トな人に関す る研 究 は非常 に数 が少な い。1985年 に
Macnab,F.は 、「弾力性」という概念 につ いて報告 してお
り、この概念が 、1991年 に祐 宗 らによ って、日本 に紹 介
されている6)。 弾 力性 とは、 「人 にはそれ とはっき りと
わかるある時間内で、病気 、心の混乱 、逆境 や悲嘆の淵
か ら立ち直る力」で あ り、また 「単 なるコー ピング以上
の ものである」と定義 されて いる。Macnabは レジ リエ ン
ス という言葉 を使 用 して いない もの の、「弾 力性 」の概
念は、 レジ リエ ンス とほぼ同義で ある と考 え られる。
2000年 には い り、主 に幼児やそ の両親 を対 象 として レ
ジ リエ ンスに関する論文が発 表されは じめた。澤田 らは 
14)、レジ リエ ンス を 「強靱性 」「弾 力性 」と訳 し、Grotberg
を基 に、 レジ リエ ンス は 「個 人の能 力」 ではな く、 「生
活 上の困難や 災害が 引き起 こす障害を予防 し、最小限に
し、克服す るものであ り、生命を強め る普遍的な可能性」
であ り 「環境 によ り変化す る力動性 がある」と定義 した。
一方で小林 らは15)、 レジ リエ ンスは、 「可能 性ではな く
個人内 の要 因 に基づ いた能力」で、 「何 らか の困難に直
面 した とき に、ネガテ ィブな影響 を防いだ り、その影 響
を最小限に とどめた り、困難 を乗 り越えるための全般的
能力」 と説明 している。また レジリエ ンスを 「弾 力性」
「復元 力」 と訳 した。
日本 においては、縦断的研 究は報告されてお らず、乳
幼児の発達段階 との関連性 をみた もの、本人を取 り巻 く
家族や 周囲 のサポ ー トとの関連 性 をみた研 究 がな され
てお り、本人の要因だ けで はな く、本 人を取 り巻 く環 境
か らの要因 も重要視 して いる。そ の中で、小花 和はis)、
ス トレス過程 にお ける個 人内要 因 と環境 要 因の相互作
用 に着 目し、乳 幼児 を対 象 とした文献 レビューを行 い、
レジリエ ンス の構成 要 因を環境 要因 と個 人 内要 因 に整
理 している(表4)。
元来、 レジ リエ ンス(resilience)と は、 「病気や 困




「跳ね返 り」 「弾力」「回復 力」 「立 ち直 る力」(リ ー ダー
ズ英和辞典,2ndedition)と 訳 されて いる。 しか し日本
国内において、レジ リエ ンスの概念 は明確 に定義 され て
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(1999)を も とに 小 花 和 が 作 成 した
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